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巨大地震に備える。
保険証はマイナ保険証を基本とする仕組みに移行
男女共同参画図画・ポスターコンクール
綾部の茶が全国産地賞

2
4
5
6

＜今月の表紙＞
　10月13日、コロナ禍で中止していた島萬神社（中筋
町）の例大祭が５年ぶりに復活。多くの観客が見守る中、
府無形民俗文化財などに指定されている太刀振と太鼓
踊りが奉納されました。

しまま
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30
年
以
内
の
発
生
確
率
70
㌫
以
上

南
海
ト
ラ
フ
は
、
駿
河
湾
（
静
岡
県
）

か
ら
日
向
灘
沖（
宮
崎
県
）ま
で
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
が
接
す
る
区
域
を
い
い
ま
す
。

二
つ
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
は
、
海
側

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
陸
側
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
１
年
当

た
り
数
㌢
㍍
の
速
度
で
沈
み
込
み
、
ひ

ず
み
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ひ

ず
み
が
限
界
に
達
し
、
プ
レ
ー
ト
が
跳

ね
上
が
る
こ
と
で
繰
り
返
し
発
生
す
る

大
き
な
地
震
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
す
。

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
地
震
は
約
１
０
０
〜

１
５
０
年
間
隔
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
昭
和
19
年

の
昭
和
東
南
海
地
震
と
昭
和
21
年
の
昭

和
南
海
地
震
）
か
ら
80
年
以
上
経
過
し

た
現
在
、
今
後
30
年
の
う
ち
に
発
生
す

る
と
さ
れ
る
確
率
は
70
㌫
以
上
。
い
つ

大
規
模
地
震
が
来
て
も
お
か
し
く
な
い

こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

８
月
８
日
、
宮
崎
県
日
向
灘
沖
で
発
生
し
た
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
を
受
け
、
気
象
庁

か
ら
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
た
び
地
震
が
起
き
る
と

最
大
震
度
５
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
丹
地
域
で
震
度
４
程
度
を

観
測
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
超
え
る
規
模
。
大
地
震
は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
、
日
頃
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

2

巨大地震に
備える。

最低３日分の備蓄
　大規模災害時は、公的物資の支
給に時間がかかる可能性があるた
め、最低３日分を目安として食料や飲料水、日
用品を確保。断水や配管の損傷により、自宅の
トイレが使えなくなることがあります。１日当
たり５回×家族の人数分の災害用トイレも備蓄
しておきましょう。 

一人にひとつ用意
非常持ち出し袋

南海トラフ地震臨時情報

非常食
火を通さずに食べられる
缶詰や乾パンなど

救急医薬品
傷薬、ばんそうこう、風邪薬、
常用薬、お薬手帳など

貴重品
多少の現金、預貯金通帳、
印鑑、健康保険証、マイ
ナンバーカードなど

日用品
懐中電灯（予備の電池も）、FMが聞
ける携帯ラジオ、歯ブラシ、マスク、
ティッシュ、下着類、軍手など

防災・危機管理課
小松　佳南

　非常持ち出し袋の中身や
備蓄品は、使用期限や消費
期限が切れていないか定期
的に点検しましょう。冬に
は、大雪による停電や、積
雪で家から出られなくなっ
てしまうことも考えられま
す。寒さ対策など、冬の災
害にしっかりと備えておき
ましょう。

　南海トラフ沿いで異常な現象が
観測され、地震発生の可能性が相
対的に高まっていると評価された
場合などに、気象庁から発表され
る情報

南海トラフ地震防災対策推進地域

　南海トラフ地震で、震度６弱以
上の揺れや高さ３㍍以上の津波の
恐れなどがある市区町村
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　上林川断層は、市内を流れる上林川と並行
するようにおよそ26㌔㍍にわたって存在し
ています。これまでに活動したという記録は
残っていませんが、地震が発生すれば最大震
度７を観測するといわれています。

　総務省消防庁、府、綾部市、福知山市、舞鶴市
は10月26日と27日の両日、令和６年度近畿府県合
同防災訓練を福知山市などで実施しました。訓練
は、大雨が続く中、福知山市を震源とする震度６
弱の地震が発生したと想定。近畿２府４県と福井
県、三重県、徳島県から自衛隊や消防など約100
機関、2,200人が参加し、救出訓練や消火訓練、
避難所運営訓練などを行いました。

大規模災害時の連携を確認
近畿府県合同防災訓練を実施

　市はこのほど、消防本部にAR（拡張現実）技
術を活用した防災訓練機器を導入しました。専用
のゴーグルを着用することで、職場など実際の景
色に火災の煙や炎が重なって見え、リアリティー
のある消火体験をすることができます。導入金額
は約150万円。消防職員立会いのもと、事業所や
自治会等での訓練指導、講習会などで活用します。

日頃
からの

備えを再確認

家具の転倒防止

防災トピック
ス

寝ているときに体の上に家具が倒れたり、
テレビ等が落下したりしないように配置
を工夫
避難経路となる部屋の出入り口付近に家
具を置かない
転倒防止器具を使って家具を固定。食器
棚などは、揺れで扉が開かないようにする

木造住宅の耐震化
　大地震に備え、家屋の地震対策を進めま
しょう。能登半島地震では、激しい揺れで
木造住宅の倒壊が相次ぎました。市は、住
宅の耐震化に対する補助を行なっています。
耐震に関する相談は建築課☎(42)4287へ。

南海トラフだけじゃない
私たちに身近な「上林川断層」

ヘリコプターによる救出訓練

倒壊建物からの救出訓練

上林川断層

度７を観測するといわれています。

問い合わせは、消防本部予防課☎（42）0119へ

AR技術を活用した
防災訓練機器を導入

府内初！
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保険証はマイナ保険証を
基本とする仕組みに移行します

　本年12月２日以降、保険証はマイナ保険証（保険証としての利用登録をしたマイナン
バーカード）が基本となります。現行の保険証は、有効期限が切れるまでは引き続き利用
できますが、新たに発行しません。また、マイナ保険証を持っていなくても、これまで通
り医療を受けることができます。

受給者証は引き続き提示を
　現行の保険証は廃止されますが、マイナ保険証を利用する場合で
も「福祉医療費受給者証」等＝右写真＝は引き続き必要です。この
受給者証は、特定の条件を満たす人が医療費の一部助成を受けるた
めのものです。各種受給者証を持っている人は、忘れずに医療機関
等の窓口で提示してください。

写真の受給者証は一例です。障害や
病気、ひとり親など、さまざまな制
度の受給者証があります

便利なマイナ保険証を
ぜひご利用ください！

詳しくはこちら

政府広報
オンライン

詳しくは
こちら

厚生労働省ホームページ

１　より良い医療を受けることが
できる

本年12月２日以降の受診は…

現行の保険証の最長有効期限
綾部市国民健康保険被保険者証は、令和７年12月１日
後期高齢者医療被保険者証は、令和７年７月31日
※社会保険加入者は、職場等へお問い合わせください。

　過去の薬の情報や健康診断の結果
を確認できるため、身体の状態や他
の病気を推測して治療に役立てるこ
とができます。また、薬の飲み合わ
せや分量を調整してもらうことも可
能です。

２　手続きなしで高額医療費の
限度額を超える支払いを免除

　限度額適用認定証等がなくても、
高額療養費制度における限度額を超
える支払いが免除されます。

※「資格情報のお知らせ」と「資格確認書」は、お手元の保
険証の有効期限が切れる前に交付します。申請は不要で
す。本年12月２日以降に国民健康保険に新規加入する人
には、加入時点でお渡しします。

※後期高齢者医療被保険者にはマイナ保険証の保有の有無
にかかわらず、令和７年７月31日までは資格確認書を交
付します。

※マイナ保険証の利用登録を解除したい人は、市民・国保
課☎（42）4246へ申請してください。社会保険加入者は、
職場等へ申請してください。

※マイナンバーカードを保険証として
　利用するためには事前登録が必要で
　す（記事ID3390）。登録の申し込み
　は、市役所市民・国保課や医療機関、
　セブン銀行などでできます。

マイナ保険証を持っている人
・マイナ保険証で受診してください。
・万一、医療機関等でマイナ保険証が利用できない場合に
備えて「資格情報のお知らせ」を、マイナ保険証と一緒
に所持してください。

※有効期限内は、現行の保険証でも受診できます。

マイナ保険証を持っていない人
・「資格確認書」で受診してください。
※有効期限内は、現行の保険証で受診してください。

本年12月
２日～
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小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
＝
松
村
拓
真
（
吉
美
小
３
年
）

優
秀
＝
市
野
蒼
久
里
（
綾
部
小
１
年
）

▽
竹
下
蒼
悟
（
豊
里
小
３
年
）
入
賞

＝
荻
野
結
朱
（
綾
部
小
１
年
）▽
木
枝

隼
仁
（
志
賀
小
２
年
）▽
坂
本
基
（
西

八
田
小
３
年
）▽
前
川
裕
貴
（
吉
美
小

３
年
）▽
村
上
楓
果
（
豊
里
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
＝
梅
垣
侑
歩
（
豊
里
小
４
年
）

優
秀
＝
仲
井
希
心
（
綾
部
小
４
年
）▽

津
隈
日
夏
詩
（
豊
里
小
４
年
）
入
賞

＝
出
野
紗
那
（
中
筋
小
４
年
）▽
荻
野

杏
奈
（
同
）▽
山
本
碧
央
（
同
）▽
四

方
杜
和
（
吉
美
小
４
年
）▽
野
間
心
結

（
豊
里
小
４
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
＝
永
井
こ
こ
ろ
（
豊
里
中
３

年
）優
秀
＝
宇
野
蘭
紗（
豊
里
中
１
年
）

▽
水
田
宇
咲
（
何
北
中
３
年
）
入
賞

＝
岩
崎
歌
奏
（
八
田
中
３
年
）▽
村
上

大
和
（
同
）▽
林
奏
和
（
豊
里
中
３
年
）

▽
福
井
花
菜
（
同
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

最
優
秀
賞
＝
大
槻
洛
翔
（
豊
里
中
３

年
）

つ

ぐ
ま  

ひ  

な  

た

あ
ん

さ

な

や
ま
と

か
な
で

こ
ゆ
り

と

わ
な

あ  

お

う  

さ
き

そ
う
ご

は
や
と

い
ち
の  
あ

ぐ  

り

ゆ

ず

た
く
ま

ふ
う
か

ゆ
う  

き

は
じ
め

の
ぞ
み ゆ

うら
く  

と

か
ん  

な

ら
ん  

さ

そ   

わ

小学校低学年の部

キャッチフレーズ賞

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
市
は
10
月
20
日
、
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
・
中
学
生
に
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。
13
回
目
と
な
る
今
回
は
、
小
学
校
２
９
７
点
（
低
学
年
１
６
１
点
、
高
学
年
１
３

６
点
）、
中
学
校
49
点
の
計
３
４
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不
同
）。

松村拓真（吉美小３年）

中学生の部

永井こころ（豊里中３年） 大槻洛翔（豊里中３年）

小学校高学年の部

梅垣侑歩（豊里小４年）

受賞者の皆さん

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最優秀作品

共に生きる
　　共に輝く
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色
や
香
り
な
ど
を
審
査

全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
茶
の
中
か

ら
、
そ
の
年
の
優
秀
な
茶
を
選
定
す
る

「
全
国
茶
品
評
会
」。か
ぶ
せ
茶
や
玉
露
、

て
ん
茶
な
ど
の
８
部
門
で
、色
や
香
り
、

風
味
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

「
産
地
賞
」
は
茶
種
ご
と
に
最
優
秀

の
市
町
村
に
贈
ら
れ
る
賞
。
同
一
部
門

に
３
点
以
上
の
出
品
が
あ
っ
た
市
町
村

の
中
か
ら
、
審
査
成
績
上
位
３
点
の
合

計
点
で
決
定
し
ま
す
。

　
２
年
ぶ
り
８
度
目
の
快
挙

か
ぶ
せ
茶
の
部
門
に
は
、
８
府
県
の

17
市
町
村
か
ら
78
点
が
出
品
。
本
市
か

ら
は
８
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

１
等
１
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
は

逃
し
た
も
の
の
、
１
等
２
席
（
農
林
水

産
省
農
産
局
長
賞
）
に
両
丹
い
き
い
き

フ
ァ
ー
ム
・
中
田
啓
子
さ
ん
▽
１
等
３

席
（
日
本
茶
業
中
央
会
会
長
賞
）
に
同
・

中
田
義
孝
さ
ん
▽
２
等
１
席
に
小
西
茶

業
組
合
代
表
・
大
槻
正
志
さ
ん―

が
入

賞
。
そ
の
結
果
、
本
市
は
産
地
賞
を
受

賞
し
、
２
年
ぶ
り
８
度
目
の
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

全
国
茶
品
評
会
・
か
ぶ
せ
茶

綾
部
市
が
産
地
賞
に
！

表
題
は
和
田
秀
樹
と
い
う
精
神
科
医

の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
中

で
著
者
は
35
年
に
わ
た
っ
て
６
０
０
０

人
以
上
を
看
取
っ
て
き
た
経
験
か
ら
辿

り
着
い
た
と
い
う
〝
極
上
の
死
に
方
〞

を
説
い
て
い
る
。
一
見
穏
や
か
で
な
い

が
、
人
は
死
ぬ
も
の
だ
と
い
う
現
実
を

直
視
し
、
決
し
て
悲
観
的
に
な
る
こ
と

な
く
、
ど
う
せ
死
ぬ
の
な
ら
、
と
好
き

な
事
を
や
っ
て
楽
し
ん
で
寿
命
を
ま
っ

と
う
し
よ
う
と
主
張
す
る
。
死
生
観
は

人
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
齢
を
重

ね
死
を
〝
身
近
な
〞
も
の
と
し
て
捉
え

始
め
た
私
も
、
何
度
と
な
く
頷
き
な
が

ら
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
た
次
第
。

著
者
に
よ
る
と
日
本
が
長
寿
国
に

な
っ
た
の
は
医
学
の
進
歩
に
因
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
が
、
昂
じ
て
長
生
き
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
化
し
、
ど
の
よ
う
に

生
き
る
か
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る

177

の
で
は
、
と
喝
破
す
る
。
長
生
き
至
上

主
義
を
追
う
ば
か
り
に
、
好
き
な
飲
食

や
遊
興
を
我
慢
し
、
苦
い
薬
を
嫌
々
の

む
禁
欲
に
勤
し
ん
で
い
る
が…

そ
れ
で

も
死
は
必
ず
訪
れ
る
。
大
事
な
の
は
た

だ
長
生
き
す
る
の
で
は
な
く
、
生
き
て

何
が
し
た
い
の
か
、
と
も―

。

そ
れ
で
も
心
配
が
尽
き
な
い
と
い
う

方
に
は
別
の
書
籍
を
紹
介
し
た
い
。
以

前
に
も
本
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、
ま
ず

は
『
心
配
事
の
９
割
は
起
こ
ら
な
い
』。

〝
余
計
な
〞
悩
み
を
抱
え
ず
シ
ン
プ
ル

に
生
き
る
こ
と
を
語
り
か
け
る
。
著
者

は
禅
宗
の
僧
侶
・
枡
野
俊
明
だ
が
、
米

国
の
科
学
者
に
よ
っ
て
起
こ
る
確
率
は

５
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
。
更
に
１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦

略
『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
』
の
中
で
著
者
の

リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
は
、
楽
し
く
人

生
を
生
き
抜
く
に
は
有
形
資
産
よ
り
も

無
形
資
産
が
重
要
と
説
く
。金
銭
や
株
、

不
動
産
等
よ
り
も
、
趣
味
や
資
格
、
友

人
、
そ
し
て
健
康
等
が
大
切
と
い
う
。

人
生
観
は
人
さ
ま
ざ
ま
と
改
め
て
断
り

つ
つ
、
秋
の
夜
長
は
こ
の
３
冊
を
座
右

に
、
ど
う
せ
死
ぬ
の
な
ら
、
将
来
の
不

安
に
徒
に
怯
え
る
こ
と
な
く
、
親
し
い

人
と
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
興
じ
た
い
も

の
だ
と
い
う
想
い
を
深
め
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

『
ど
う
せ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
』

よ

い
た
ず
ら

お
び

さ
ら

た
ど

う
な
ず よ

わ
い

広報あやべ　　　　　　 2024.11

11月２日、静岡県浜松市で行われた表彰式。審査成績が最優秀の
市町村（産地）に授与される優勝旗が、本市に手渡されました

８
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
県

で
開
催
さ
れ
た
第
78
回
全
国
茶
品
評
会
。
本
市
は
か
ぶ
せ
茶

の
部
門
で
、
２
年
ぶ
り
８
度
目
の
産
地
賞
（
１
位
）
に
輝
き

ま
し
た
。

こ
う

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

半円を描くように右手人差し指
を下向きに倒す

右手の人差し指と親指を伸ばして、
親指の先を左の手のひらに付け

今
月
の
手
話

〜
と
き
、
場
合

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間

認
め
合
う
心
を
大
切
に

複
雑
化
す
る
人
権
問
題

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人

権
侵
害
、
性
的
指
向
・
性
自
認
に
関
す

る
差
別
や
偏
見
が
大
き
な
問
題
と
な
る

な
ど
、
人
権
を
巡
る
課
題
は
複
雑
化
・

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
12
月
10
日
は
、

世
界
各
国
で
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え

る
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。
昭
和
23
年
12

月
10
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

「
世
界
人
権
宣
言
」
を
記
念
し
、
同
25

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
世

界
人
権
宣
言
採
択
の
翌
年
（
同
24
年
）

に
、
12
月
４
〜
10
日
の
一
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
て
以
降
、
毎
年
全
国

で
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
へ

市
で
は
、
綾
部
市
市
民
憲
章
＝
本
紙

16
面
参
照
＝
の
も
と
に
、
平
和
と
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
12
月
15
日
に
は
、
人
権
と
男
女
共

同
参
画
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
あ
や
べ

人
権
・
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
。
女
性
活
躍
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

や
人
権
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
人
と
し
て
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
互
い
の
違
い

を
認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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前回（令和４年）のあいフェスティ
バル

あやべ人権・あいフェスティバル
「だれもが輝く未来へ向かって」

日時　１２月１５日（日）
　　　午前１１時～午後４時
場所　Ⅰ・Ｔビル（西町一丁目）
演題　女性のウェルビーイングと実践のヒント
　　　～暮らし・キャリア・社会から～
講師　永田潤子さん（大阪公立大学教授）
問い合わせ あいセンター
　　　　　　☎F(42)2030

※11月16日(土)から12月6日
　(金)まで図書館のカウンター
　で申し込みを受け付けます。
　電話・ファクスでも可。

1214

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini
☆2024☆

「まめうしくん」
（福知山淑徳高等学校の生徒）

＝人形劇＝

＜問い合わせ＞ 図書館☎(42)6980 F(42)4570

綾部市図書館 ふゆのつどい

(土) 午前11時30分～
２階会議室
70人
チケット

時間
場所
定員
要

＝工作教室＝

午前10時～
１階ものづくりコーナー
先着100人（材料が無くなり次第終了）

「まつぼっくりでクリスマスツリーをつくろう！」
時間
場所
定員
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月の子育て行事12 ★は要予約

子育てねっと

相談・教室など

①育児相談
②助産師相談

③離乳食講座

④ぷくぷくひろば

⑤里山エリアはぐくみ事業
⑥親子クッキング
⑦産後ママのリフレッシュケア

行 事 名 対　象 日　時
生後４カ月～就学前の乳幼児と保護者
妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族

生後５～11カ月ごろの乳児の保護者

妊婦、生後６カ月の乳児と産婦、その家族

生後２カ月～小学６年生の子と保護者
５歳～小学６年生の子と保護者
おおむね生後１～６カ月の乳児と産婦

12月15日(日)9:30～13:30
12月27日(金)10:00～14:30 

12月４、11、18、25日(水)9:00～正午
12月6日(金)離乳食初期＝9:30～10:30
離乳食中、後期＝10:45～11:45（オンライン参加も可）

12月３日(火)午前

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

12月８日(日)9:30～正午
（前後する場合があります）

12月８、15日(日)10:00～11:00

場所：①②③④⑥保健福祉センター（青野町）、⑤８日＝あやべ・日東精工アリーナ（市民センター、西町三丁目）、15日＝あやべ温泉二王館（睦寄
町）、⑦あやべ温泉二王館（睦寄町）

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377  F(45)8825

おやこde体操（リズム体操）
CoCoひろば（あやっこひろばのクリスマス）
CoCoぷらす講座（Toy・トイ）

２歳～小学２年生の子と保護者（15組）   
未就学の子と保護者
小学生と保護者

12月７、21日(土)
12月11日(水)
12月26日(木)

10:30～11:00

10:30～11:30

時 間 予約
★

★

日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022  F(45)8825

牛乳パックであそぼう
クリスマスこうさく
クリスマス会
free day

未就学の子と保護者

12月3日(火)
12月10日(火)
12月17日(火)
12月24日(火)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195  F(45)8825

可愛い布リース作り      
クリスマス会      
12月お誕生会＆おたのしみ      

未就学の子と保護者
12月９日(月)
12月16日(月)
12月23日(月)

時 間 予約
★
★

日 程対 象イベント

10:30～正午

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845  F(45)8825

クリスマス・お正月飾りの制作
クリスマス会

未就学の子と保護者 10:30～正午
12月５日(木)
12月12日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

※内容が変更になる場合があります。

広報あやべ　　　　　　 2024.119

あやちゃん健康だより ＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

広報あやべ　　　　　　 2024.11

あやちゃん健康ポイント事業
取り組み期間は12月31日まで！

▼詳しくはこちら

参加対象者
18歳以上の市内在住、在勤、在学の人
取り組み期間
12月31日(火)まで
交換・応募期限
令和７年１月31日(金)17：00必着

ポイントで交換できる
賞品の一部

・あやバス回数券1,000円分
・あやべ健康プラザ1回利用券
・あやべ温泉利用券
・あやべ特産館内400円分利用券

　健診（検診）の受診や健康づくり教室への参加などでポ
イントをためると、賞品との交換や抽選に応募できます。
　まだ取り組んでいない人も、今からでも間に合います。
ぜひ、チャレンジしてください！

血糖値が気になる人へ

健康ひろばにご参加ください
　「血糖値とおやつの上手な付き合い方」をテーマに、皆さんの健康づく
りのための教室を開催しています。

今年度最後 乳がん・子宮がん検診
▼詳細・申し込みはこちら

詳しくはこちら
（記事ID3973）

日　　程　令和７年３月３日(月)

場　　所　保健福祉センター（青野町）

申込締切　令和７年１月24日(金)

　人数に限りがありますので、早めにご予約
ください。
　託児を希望する人は、予約時にお申し込み
ください。

日　　程 場　　　所時　　　間

12月２日(月) 

12月17日(火) 

12月23日(月)

12月25日(水)

ふれあいセンター（大島町）

保健福祉センター（青野町）

農村婦人の家（岡安町）

東八田公民館（梅迫町）

栗文化センター（栗町）

保健福祉センター（青野町）

９：30～11：00

13：30～15：00

９：30～11：00

13：30～15：00

９：30～11：00

13：30～15：00

希望者は健康相談も

市内在住の人。
年齢は問いません。

対　　象

先着15人
定　　員

健診結果、検査結果等
持 ち 物

事前に保健推進課へ
申し込み

血糖値とおや
つに

関する話

糖質少なめ
「お麩ラスク」の

試食会



障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
を

市
は
「
障
害
者
週
間
（
12
月
３

〜
９
日
）」
に
ち
な
ん
で
、
の
ぞ

み
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
書
や

絵
手
紙
、
陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
折

り
紙
、
布
は
り
絵
、
粘
土
細
工
、

五
七
五
こ
と
ば
遊
び
な
ど
、
市
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の

講
座
に
通
う
受
講
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
／
12
月
３
日（
火
）〜
８
日

（
日
）８
時
30
分
〜
17
時
。た
だ
し
、

７
日（
土
）、
８
日（
日
）は
10
時
〜

16
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

ほ
か
。

問
社
会
教
育
課

☎（
42
）４
３
２
６

あ
や
べ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
周
知
や

Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
ブ
ー
ス
「
あ
や
べ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

写
真
や
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
の
展

示
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
使

用
は
無
料
で
す
が
、
申
請
が
必
要

で
す
。

問
同
ア
リ
ー
ナ

☎（
42
）１
３
２
０

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
４
４

ご
み
は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
13
時
か
ら
16

時
ま
で
。
30
日
は
15
時
ま
で
で

す
。

29
日（
日
）の
収
集
地
区
／
綾
部

（
月
・
木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊

里
、物
部
、志
賀
郷
、吉
美
、山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）。
30
日（
月
）の
収

集
地
区
／
綾
部
（
火
・
金
曜
日
の

収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八
田
、

東
八
田
。
そ
の
他
／
年
始
は
、
１

月
６
日（
月
）か
ら
ご
み
収
集
を
行

い
ま
す
。

問
環
境
保
全
課

☎（
42
）１
４
８
９

F（
43
）２
８
４
０

綾
部
市
二
十
歳
の
集
い

市
は
、
本
年
度
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
「
令
和
７

年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

日
時
／
令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）

13
時
〜
14
時
。
受
け
付
け
は
正
午

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
対
象
／
平
成
16
年
４
月
２

日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
。
内
容
／
市
長
式
辞
、
来

賓
祝
辞
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

除
雪
に
ご
協
力
を

本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
や
破
損
の
恐
れ

の
あ
る
物
は
、
事
前
に
移
動
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
路
上
に
垂

れ
下
が
る
竹
木
は
、
所
有
者
で
伐

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
付
近
の
除
雪
は
、
早
め

に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑

に
進
む
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課

☎（
42
）４
２
８
０

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

市
は
、
12
月
29
日（
日
）と
30
日

（
月
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
集
積
所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混

在
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、

30
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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日
頃
の
悩
み
な
ど
を
相
談
し

ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
府
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の
い
る

家
族
が
持
つ
日
頃
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
17
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

出
張
が
ん
個
別
相
談

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
が
ん
に
関
わ
る
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日（
木
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東

保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／

保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料
／
無

料
。
申
し
込
み
／
前
日
の
16
時
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
正
午
と
13

に
よ
る
ス
ト
レ
ス―

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
被

害
者
の
心
の
傷
の
回
復
に
は
、
周

囲
の
理
解
と
共
感
が
大
切
で
す
。

被
害
者
を
責
め
た
り
、
無
理
に
励

ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
被
害
者
が
再
び
平
穏
な
生

活
に
戻
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
費
負

担
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警

察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７

８
３
０
▽
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

ダ
イ
ヤ
ル
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１

２
０（
78
）３
９
７
４
▽
性
犯
罪
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
「
ハ
ー
ト
さ
ん
」
☎

０
１
２
０（
８
１
０
３
）３
９
・
＃

８
１
０
３
▽
京
都
性
暴
力
被
害
者

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５

（
２
２
２
）７
７
１
１
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査

強
化
月
間
で
す
。
本
年
８
月
末
現

在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

時
〜
16
時
、
電
話
か
対
面
で
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

北
部
一
斉
無
料
法
律
相
談

丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
７
日（
土
）13
時
〜
16

時
。
場
所
／
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代

町
）。
相
談
時
間
／
１
人
30
分
。

申
し
込
み
／
前
日
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
へ
。
定
員
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
２（
68
）３
０
８
０

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
社
会
全

体
で
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
は
▽
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
▽
通

院
・
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

▽
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
・
時
間
的
負
担
▽
周
囲
の

心
な
い
言
葉
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス
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さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
約
５
９
０

人
に
上
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
日

も
早
く
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙

す
る
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
日

頃
の
捜
査
活
動
に
加
え
て
、
皆
さ

ん
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

「
こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
１
０
７
人
（
男
１

４
４
３
３
、
女
１
５
６
７
４
）。
世

帯
数
は
１
３
８
０
１
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

９
件
（
建
物
７
件
）
で
す
。

10
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
９
０
㌧
（
前
年
比
６
・
７

㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る

ご
み
は
81
㌧
（
同
３
・
１
㌫
減
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量
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あ
や
べ
市
民
大
学

■日
12
月
７
日（
土
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
も
の
づ
く
り
交
流
館
（
青
野
町
）

■申
■問
企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

介
護
者
家
族
教
室

■日
12
月
13
日（
金
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問
中
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）２
８
８
８

F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
12
月
18
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
12
月
24
日（
火
）■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
人
権
講
演
会

■日
12
月
６
日（
金
）

■時
19
時
〜
20
時
30
時

■場
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）

■問
同
セ
ン
タ
ー

☎
F（
48
）０
３
１
１

第
44
回
綾
部
市
公
民
館
大
会

■日
12
月
７
日（
土
）

■時
13
時
〜
15
時
10
分

■場
中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問
社
会
教
育
課

☎（
42
）４
３
２
６

F（
43
）０
９
９
１

人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

■日
12
月
10
日（
火
）

■時
18
時
30
分
〜
20
時
10
分

■場
あ
や
テ
ラ
ス
・
ホ
ー
ル
（
青
野
町
）

■問
社
会
教
育
課

☎（
42
）４
３
２
６

F（
43
）０
９
９
１

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日
12
月
13
日（
金
）

■時
13
時
〜
15
時
30
分

■場
あ
や
べ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
本

町
二
丁
目
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問
あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）１
３
８
８

F（
40
）１
３
８
９

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
12
月
４
、
18
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
12
月
４
、
18
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

も
の
忘
れ
相
談

■日
12
月
４
日（
水
）

■時
14
時
〜
15
時
、
15
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

各
時
間
先
着
１
組
。
自
宅
等
へ
の

訪
問
対
応
に
つ
い
て
は
要
相
談

■申
■問
地
域
包
括
支
援
課

☎（
42
）４
２
６
２

F（
42
）０
０
４
８

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
12
月
６
日（
金
）

■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）２
７
７
１

耳
の
こ
と
相
談

■日
12
月
９
日（
月
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
12
月
10
、
24
日（
火
）

■時
９
時
〜
17
時

■場
10
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、24
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

F（
22
）３
８
１
６

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日
12
月
10
日（
火
）

■時
10
時
〜
15
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）、
物
部

会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き
い

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488
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講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
12
〜
1
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
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き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

上
林
、
物
部
会
場
は
12
月
６
日

（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課

☎（
42
）４
２
４
９

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
12
月
12
日（
木
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８

F（
22
）３
８
１
６

空
き
家
相
談
会

■日
12
月
12
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
12
月
５
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
12
月
16
日（
月
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課

☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日
12
月
18
日（
水
）

■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
12
月
18
日（
水
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
12
月
19
日（
木
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

行
政
相
談

■日
12
月
20
日（
金
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

償
還
・
生
活
相
談

■日
12
月
20
日（
金
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た
人

対
象

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

法
律
・
登
記
相
談

■日
12
月
20
日（
金
）

■時
13
時
〜
16
時
30
分

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
12
月
25
日（
水
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日
12
月
26
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
１
月
７
日（
火
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
12
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課

☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
12
月
15
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
12
月
１
、
22
日（
日
）

■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日
12
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

６
１
９
件
１
５
０
０
万
５
０
０
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

13

無
料
開
放

窓
口
延
長

広報あやべ　　　　　　 2024.11
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　市は、日東精工（井倉町、荒賀誠代表
取締役社長）と市民センター（西町三丁目）
のネーミングライツ契約を継続すること
で合意。10月８日、同施設で契約の締結
式を行いました。10月15日から５年間の
契約で、総額800（年額160）万円。愛称
は変わらず「あやべ・日東精工アリーナ」
です。山崎市長は「契約の更新に応じて
いただきうれしく思う。愛称に恥じない
よう管理・運営をしていく」と話しました。

市民センターのネーミングライツを更新

　秋のバラまつりの開会に合わせ、市は10月12日、あやべグンゼ
スクエア10周年記念式を行いました。来賓や関係者ら102人が出
席。綾部中学校吹奏楽部による演奏がオープニングを飾りました。
山崎市長はあいさつで「観光客だけでなく、地元の人も訪れ交流
する憩いの場所になったことをうれしく思う。今後も進化させて
いく」と感謝を述べました。
　式典後は、記念イベントとして「綾のまちめぐりフェス」を開催。
訪れた人は、子どもから大人まで楽しめる多彩な催しを満喫して
いました。フィンランド発祥のスポーツ「モルック」を親子一緒
に体験した稲葉悠さん（上杉町）は「いつかやってみたいと思っ
ていた。イメージ通りにできて楽しめた」と笑顔。美琴さん（東
八田小学校１年）も「またやりたい」と声を弾ませました。

記念式典とイベントで10周年祝う

　豊里小学校６年生の児童が10月17日、北京とリ
オデジャネイロ五輪の柔道で銅メダルを獲得した
中村美里さんから特別授業を受けました。この授
業は、スポーツ庁のアスリート派遣事業を活用し
て実現。中村さんは「夢を実現するには、小さな
目標を立てて一つずつ前に進んでいくことが大切」
などと語り、児童らは静かに聞き入りました。授
業の後半には、中村さんに教わりながら受け身を
体験。中田絢友君は「柔道に触れるのは初めてで、
貴重な機会になった」と笑顔で話しました。

豊里小で五輪メダリストの特別授業

しゅんすけ

はるか

み  こと

15

　「親子手話教室～ワクワクあやべっ子～」
（同実行委員会主催）が10月12日、青野町の
保健福祉センターで開催されました。８組の
親子がライオンやウサギなどの動物の名前の
ほか、自己紹介やあいさつなどの手話を学び
ました。また、買い物に関する寸劇を通じて、
聞こえない人がどんなことに困っているの
か、どのように対応すれば良いのかを考えま
した。

親子で楽しく手話を学んだよ

　全国足利氏ゆかりの会（会長、早川尚秀・足利市長）
の総会が10月30日、青野町のものづくり交流館で行わ
れました。本市での開催は、平成16年以来20年ぶりで、
全国の加盟団体から関係者67人が参加。総会後には、
帝塚山大学文学部の花田卓司准教授による、足利尊氏を
巡る人々についての講演を聴いたり、交流会で親睦を深
めたりしました。
　また、翌31日には足利尊氏生誕の地とされる安国寺
（安国寺町）を訪問。産湯の井戸などを見学したほか、
追善法要を行い一族を偲びました。

※同会は、室町幕府の将軍家である足利氏にゆかりのある全国
　の自治体や観光協会、寺社などで構成。昭和61年の設立時か
　ら綾部市長が副会長を務めています。

足利氏ゆかりの会が20年ぶりに綾部で総会

広報あやべ　　　　　　 2024.11

　平成17年４月から運行しているあやべ市民バス
（愛称あやバス）の累計乗車人数が10月15日、
400万人を突破。当日は、利用者に感謝を込めて、
綾部駅南口バス停やバス車内でオリジナルタオル
を配布し、記念日を祝いました。
　また10月20日には、里町の天文館で「あやべキッ
ズ乗り物フェア」を初めて開催しました。子ども
たちに公共交通の重要性を学んでもらうため、市
と市教育委員会が企画。あやバス絵画展の表彰式
をはじめ、バスの車両展示、ＪＲ福知山線・舞鶴
線全通120周年企画展、スタンプラリーなどを行
い、多くの家族連れでにぎわいました。

あやバス乗車400万人達成！
公共交通イベントを初開催

しの

うぶ  ゆ

あしかがうじ
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綾部市市民憲章推進協議会

綾部市市民憲章

設立50周年

多
彩
な
事
業
を
展
開

　同
会
は
、
昭
和
49
年
６
月
に
「
綾
部

市
市
民
憲
章
等
制
定
協
議
会
」
と
し
て

結
成
。
同
年
11
月
の
憲
章
制
定
と
同
時

に
現
在
の
名
称
に
改
め
ま
し
た
。
近
年

で
は
、
幅
広
い
人
に
市
民
憲
章
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
出
前
講

座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
共
同
で
啓
発

ツ
ー
ル
（
タ
イ
ル
ゲ
ー
ム
「
ド
リ
ー
ム

タ
ウ
ン
」）
や
「
リ
ア
ル
版
す
ご
ろ
く

ゲ
ー
ム
」
も
開
発
・
企
画
。
趣
向
を
凝

ら
し
た
活
動
を
続
け
、
設
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

市
民
憲
章
の
目
標
は
６
つ

　市
民
憲
章
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
市
民
が
、
本
市
の
歴
史
や

伝
統
を
大
切
に
し
、
郷
土
愛
を
持
っ
て

未
来
に
進
む
た
め
の
指
針
で
す
。
前
文

で
は
、本
市
の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
、

目
標
と
し
て
６
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
制
定
当
時
の「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、

私
た
ち
の
手
で
よ
く
し
よ
う
」
と
い
う

意
志
を
継
ぎ
、
自
治
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。

　今回の情報すくらんぶるは、設立50周年を迎えた、綾部市市民憲章推進協
議会（小寺建樹会長）を紹介します。

一　平和をねがい、祈りのある
　　まちにしよう。
一　自治を高め、心のつながり
　　のあるまちにしよう。
一　教育をたいせつにし、文化
　　のかおるまちにしよう。
一　環境をととのえ、健康の
　　あふれるまちにしよう。
一　産業をおこし、豊かな
　　くらしのあるまちにしよう。
一　計画を定め、輝かしい
　　あしたをひらくまちにしよう。

　私たち綾部市民は、丹波の美
しい山河と豊かな伝統をもつふ
るさとを誇りとし、郷土愛に燃
え、自然と人間が真に調和する
新しい田園都市の実現をめざし
て、ここに市民憲章を定め、こ
れを守り実行することを誓いま
す。
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「綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…など、綾部のホットな市政情報や
旬の話題を幅広くお届けします。

同会会長
小寺建樹さん

　11月４日の50周年
記念式典では、本会の
中期ビジョン「むかえ
る、はぐくむ、つなぐ
　未来の子どもたちの
ために」を発表しまし
た。このビジョンに沿っ
て活動し、次世代に発
展的に引き継いでいき
たいです。

綾部を次世代へ継承




